











ウィリアム・ワーズワース (William Wordsworth 1770–1850) とサミュ
エル・テイラー・コールリッジ (Samuel Taylor Coleridge 1772–1834) 共
著の “叙情歌謡集” (Lyrical Ballads)第二版(1800年)の ‘序文’ は、一般
的に、イギリス・ロマン派のマニフェストともいうべきものとされている。







る。そんな中で、エドワード・ヤング (Edward Young 1683–1765) の
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る ‘作者’ であるところの ‘独創的作者’ なのである。‘模倣者’ が既存の
材料(他人の作品)を借りて、苦労して ‘製造する’ のに対して、‘独創的作
者’ は、植物のように自己の天才という生きた根っこから自然にぐんぐん








その人間を真似よ’ (40) と。つまり、偉大な古人は ‘自然のミメシス’ を
した、そのように我々も ‘自然’ を模倣しよう、というわけである。その












上流で書いた詩’ (“Lines Composed a Few Miles above the Tintern Ab-



























長詩 “序曲、あるいは詩人の心の成長: 自伝詩” (The Prelude or Growth of a




























このような詩人の特異な能力を、エイブラムズ (M. H. Abrams) は、
その著 “鏡とランプ” (The Mirror and the Lamp: The Romantic Theory and the























































リー (Percy Bysshe Shelley) の ‘詩の弁護’ (“A Defense of Poetry” 1821
執筆、1840出版) である。このエッセイは、1820年に出たトーマス・ラ
ブ・ ピーコック (Thomas Love Peacock) 著の “詩の四時代” (The Four
Ages of Poetry) への反論であることは、エッセイ中にも述べられている。
さらにシェリーは三部からなる議論を書く計画であることもエッセイ中に
明記されているが、第一部のみが書かれ、後の二部が書かれないまま、彼



























ことは、form という単語はプラトンの ‘イデア’ の英訳に伝統的に使わ

































































めというよりも、‘時代の精神’  (the spirit of the age 138) のためとして
























いるものは ‘無意識の活動’ (unconscious activity) としているし (Cole-
ridge 2.222)、ウィリアム・ブレイク (William Blake) は、自作 “ミルト
ン” (Milton; 1803–8) について、‘あらかじめ考えたこともなく、むしろ
自分の意思に反して’ (697) ただ口述させた結果だ、としている。すなわ
ち、詩人は人間を超え、時代を超えているばかりでなく、自己をも超えて
いる存在であるとしている。カント (Immanuel Kant) が “判断力批判”
(1790) の中で、芸術家は ‘どうやってその考えが頭に入ってきたのか、自














ジョン・キーツ (John Keats 1795–1821) は ‘作者’ のより積極的な活動
としている点で、非常に現代的な視点をもっていた。キーツは、彼の作品
のよき理解者であった青年、リチャード・ウッドハウス (Richard Wood-
























ルヘ・ルイス・ボルヘス (Jorge Luis Borges) が出版した、その名も “作




















者’ の姿が消え、作品のみが残ることこそキーツが理想とする ‘作者’ の
姿なのだった。あの ‘ギリシアの古壷’ は誰が作ったものかは分からない
が、そこに刻まれ固定された美は永遠に残っていくだろうという感慨から、
















だが、私としては受け入れられない解釈である。文法的にも writ in ink
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